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　私たちは過去の出来事をふまえて未来の予測を立てます。つまり、「これから起こるだろうこと」を、
「いままで起きたこと」の続きとしてイメージします。これは理に適っています。しかし、私たちは
知らず知らずのうちに、「これから起きてほしいこと」も、「いままで起きたこと」の続きとして、過
去に縛られた、窮屈な形で想像してはいないでしょうか。今回のトークセッションでは、未来可能性
という言葉を手がかりにして、「これから起きてほしいこと」を考えることの自由さや寄る辺なさや
難しさについて、また、「これから起きてほしいこと」のイメージを膨らませ、その実現を支える、
完全自動運転技術についてご紹介します。

　300 年後の人々は、300 年前のいまを、どんな時代としてふりかえるでしょうか。あれこれ想像 
するきっかけとなれば嬉しいです。桐生以外にお住まいの皆さまも、それぞれの場所の知らない未来
から想像をふくらませてみてください。

トークセッション

持続可能性から

未来可能性へ
―300年後の桐生からふりかえる
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